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木々の緑に囲まれて、西條藩陣屋跡のお堀は、名水で知られる

「うちぬき」を豊かに湛えている。目の前に広がるこの景色は、四季

折々に私たちに安らぎを与えてくれる。手前に小さく見える門は、

かつて陣屋の北口を護っていたことから、北御門の名がついた。

明治期以降は移築されて傷みが進んでいたが、歴史を残したいと

いう市民の熱意によって修復され、平成25年（2013）に現在の場

所に設置された。西条郷土博物館の白壁と歴史の遺構が融合し

たこの一角は、市民の身近な散歩コースでもある。

三本松から眺めるお堀と北御門


